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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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3　利用者の１/３くらいが 3　家族等の１/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1　ほぼ全ての利用者が
2　利用者の２/３くらいが
3　利用者の１/３くらいが
4　ほとんどいない

4　ほとんどできていない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

4　ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30、31）

1　ほぼ全ての利用者が

68

1　ほぼ全ての家族等が
2　利用者の２/３くらいが 2　家族等の２/３くらいが

4　ほとんどいない

3　利用者の１/３くらいが
4　ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

4　ほとんどいない

1　ほぼ全ての利用者が
2　利用者の２/３くらいが 2　利用者の２/３くらいが
3　利用者の１/３くらいが

1　ほぼ全ての利用者が

67
3　利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

66
2　利用者の２/３くらいが

1　大いに増えている

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11、12）

1　ほぼ全ての職員が
2　職員の２/３くらいが
3　職員の１/３くらいが
4　ほとんどいない

4　全くいない

2　少しずつ増えている
3　あまり増えていない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1　ほぼ全ての利用者が

65

4　ほとんどいない

2　利用者の２/３くらいが
3　利用者の１/３くらいが

59

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18、38）

1　毎日ある

64

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36、37）

1　ほぼ全ての利用者が

2　家族の２/３くらいと

3　たまにある 3　たまに

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
をつかんでいる
（参考項目：23、24、25）

1　ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9、10、19）

1　ほぼ全ての家族と
2　利用者の２/３くらいの

3　家族の１/３くらいと
4　ほとんどつかんでいない 4　ほとんどできていない
3　利用者の１/３くらいの

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2、20）

1　ほぼ毎日のように
2　数日に１回程度ある 2　数日に1回程度

4　ほとんどない 4　ほとんどない

項　　目
取組の成果

項　　目
取組の成果

　↓該当するものに○印 　↓該当するものに○印

北海道江別市１条３丁目１２－２

自己評価作成日 平成28年3月10日 評価結果市町村受理日 平成28年4月6日

所在地

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取組を自己点検した上で、成果について自己評価します

基本情報リンク先URL
http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=

true&JigyosyoCd=0191000058-00&PrefCd=01&VersionCd=022

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評価機関名 有限会社　ふるさとネットサービス
デイサービス、ショートステイ、有料老人ホームを併設した大きな建物の3階に設置されたグループ
ホームです。JRの駅と生鮮マーケットが並ぶ位置にあり、家族を含めた訪問者には利便性がとても良
いところです。当ホームの優れている点、工夫されている点は、まず第一に事故を未然に防ごうとする
管理者を始めとする職員全員の気配りが大きいことです。「ヒヤリハット記録」の枚数の多さはセーフ
ティマネージメントに徹した強い姿勢となって表れています。第2には食事を楽しむことの出来る大きな
支援です。以前は栄養士の献立により調理されていましたが、現在は職員が交代で献立作りと調理を
行っています。普段の寄り添う会話の中から利用者の意向などを把握して、彩り、味付け、量などの気
配りを存分に知ることが出来ます。スライスされた玉ねぎにレタスとパプリカが添えられてのマリーネは
彩りと味共に上手に作られています。全員で食事をしながら、「オリーブオイルを入れるとどうでしょう
か？」など職員間の会話と光景はとても素晴らしいものと感じました。ホームを支えている大きな要因
の一つに管理者を始めとする職員全員の仲の良さが大きな支えとなっていることが特筆されます。

所在地 札幌市中央区北１条西７丁目１　あおいビル７階

訪問調査日 平成　 28　年　　3　月　　25　日

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0191000058 ・２つのユニットがあります。お互いの交流を大事にしています。合同でのレクリエーション・ご利用者様
の自由な交流ができる環境を築いていけたかと思います。その根底には、職員に「業務の流れにとら
われない、臨機応変さ」と「常日頃のコミュニケーションの必要性」が意識されている事が大きいと思っ
ています。

法人名 株式会社ユニマット　リタイアメント・コミュニティ

事業所名 江別ケアパークそよ風グループホーム

有限会社　ふるさとネットサービス

http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=true&JigyosyoCd=0191000058-00&PrefCd=01&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=true&JigyosyoCd=0191000058-00&PrefCd=01&VersionCd=022


（別紙４－１）（ユニット１）

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ 理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を作
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげ
ている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 3 ○運営推進会議を活かした取組
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取組状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

グループホームの理念を、グループホームの事務
所内に掲示している。

最近、職員が全員で考え作ったホーム理念が、事務
室に掲示されています。管理者並びに職員は日常
のサービスに活かすよう理念の追求に当たろうとし
ています。これからは、玄関、リビング、また、会報な
どに掲載して家族などにも広く知っていただくように
考えています。

定例の開催により、ホームの現況や取り組みについ
て説明し意見を頂いていますが、この会議の持つ意
義が事前に家族に説明されていないため、会議へ
の参加が少ない状況にあります。議事録は家族に
送られていますが出席者の状況が不明です。

運営推進会議が、地域、家族の方々の参加を
得てより開かれた会議にならなければなりませ
ん。特に家族に会議の持つ意義を周知し多くの
参加を求める取り組みが期待されます。さらに
外部評価で得た課題への取り組みが議題とな
るよう期待します。

町内会の総会・親睦会等に参加行っている。「そよ
風納涼祭」の際には、近隣の商店等に開催案内を
広報しているほか、食券の無料配布等を行う等の働
きかけを行っている。

夏季には、町内会行事や近隣の散歩で地域とのふ
れあいに努めていますが、外出の機会も少なくな
り、地域との交流はあまり多くはありません。そのよ
うな状況でも法人施設を網羅した「そよ風納涼祭」に
は近くの商店などを介して地域にＰＲするなど住民と
のつながりを強めようとしています。

御来所されたお客様に対しては、話の内容に応じた
実践例をお伝えしている。「ＧＨあおいの会」主催：市
民向けの認知症講座に、施設職員を実行委員とし
て配置している。当施設主体での研修会開催には
至っていない。

各入居者様の状態報告は運営推進会議では行って
いない。ご入居者の全般的な暮らしぶり・料金にか
かる事・新たに取り組みたい事・その他活動内容
諸々について報告し、ご意見を頂いている。

エレベータの作動は以前タッチパネル式であった
が、数年前よりそれを解除している。各ユニット玄関
口に扉があるが、施錠していない。身体拘束につい
ては、以前「カメラ付きセンサーマット」を使用してい
た方がおり、その際は御家族への同意書の取り交
わし・使用終了に向けた毎月のカンファレンスを実
施し記録していた。

身体拘束をしないケアへの実践は、事業所内の研
修課題として取り上げ職員に周知するよう取り組み
が見られます。以前に問題視されたエレベーターの
スイッチも改善され、玄関の施錠も解除されていま
す。なお、重要事項説明書の中の身体拘束防止に
関わる内容に誤りが見られ、訂正することとしていま
す。

運営上の疑問点・不明点等がある場合、市の健康
福祉部管理課の担当者と連絡をとり指導・助言等頂
いている。

市の担当者とは、日常的な指導や情報の交換が行
われていますが、今後は、外部評価での内容説明と
課題取り組みなどを積極的に伝えながら、協力関係
を強めようとしています。

施設全体において「虐待防止委員会」を立ち上げて
おり、担当職員を充当している。全体会議において
虐待防止に関する研修を、年１回必須として開催し
ている。

2 有限会社　ふるさとネットサービス



自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取組をしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに努めている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

施設内外の研修案内を、全職員に公開している。ま
た施設全体会議・グループホーム各ユニット会議に
て行われた研修については、全職員に報告書の提
出を求めている。外部の研修については、実情に応
じて対象者を定めて受講させている。

市内の「ケアカフェ」に職員を参加させている。その
他「あおいの会」主催の認知症講座・グループホー
ム交流会の運営に職員を配置する事で、他の事業
者との交流を図っている。

入居前のカンファレンスにて情報を共有している。又
入居後に気付いた事を打ち合わせ、実情に応じたケ
アを行っている（入居後一か月以内にケアプランを
修正）。ご本人の心情に寄り添い、ご安心頂ける様
に、管理者より接遇等指導を行っている。

年１回、管理者が所属職員の評価を行い、それを基
に施設支配人が職員と面談を行っている。正職員へ
の登用・その他雇用形態の変更について、その基準
が明示されていない。なお管理者含めグループホー
ム内には正職員が居ない現状である。

家族の意見や要望は来訪時や電話などで伺うよう
にしています。また、忌憚のない意見を頂くための
「そよ風ボックス」を玄関先に設置していますが利用
が少ないので、家族などへ広くPRをしようと考えてい
ます。

契約時には理解・納得頂ける様に説明に留意してい
る。改定事項については、運営推進会議にてご案内
し、原則全ての入居者様・ご家族様の同意を経てか
ら実施している。

各ユニットで行われる会議、ユニット合同での会議
に加えて、施設全館を対象とした会議などで、職員
の意見などを聞きながら運営に反映させるようシス
テム化されています。ユニットでは申し送りを中心と
した「連絡ノート」の活用により職員の些細な意見も
運営に反映させるよう努めています。

研修の機会は未だ設けていない。特に成年後見制
度については、今年度利用開始された入居者様が
居るので、次年度への課題としたい。

「そよ風ボックス」を設置している。しかし現状投書な
し。運営推進会議を入居者様・ご家族様の意見等を
伺う機会としている。

ユニット会議・全体会議にて意見を吸い上げる機会
としている。またユニット内の職員間の情報共有の
為・連絡ノートを活用している。

3 有限会社　ふるさとネットサービス



自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくり
に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と
家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている

22 ○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努め
ている。困難な場合は、本人本位に検討している

職員は日常の寄り添いの中から思いや意向を把握
し、新たなアセスメントに加えカンファレンスでケアプ
ランに反映させるよう全職員で取り組みが行われて
います。把握が困難な事例もあり、そのような場合
は利用者本位討するようにしています。

長期入院による退去者については、退去後もご家
族の了承があればお見舞いに伺っている。

御来所時・電話連絡等々にて、ご本人についての情
報伝達を行っている。入居者様の様々な一面を見て
頂きたいとの思いに立ち、グループホームで行われ
るイベントについて、ご来所時・運営推進会議・ユ
ニット通信等で広報している。

ご面会の方については、ご本人或いはキーパーソン
の方が拒まれない限りにおいて、受け入れを行って
いる。キーパーソンの方に対しては、求めに応じて、
面会簿を開示している。但し積極的な外出の機会を
つくる所までには至っていない。

日常の散歩など外出が少ないため、馴染みの人や
場との関係は以前に比べ少ない傾向にありますが、
家族の協力を得て同伴で初詣や墓参りなど馴染み
の関係継続に努めています。また、ホームに来てい
ただくボランティアとも顔なじみとなり、その継続に努
めています。

ケアプランの立案において、ご本人の思い、生活の
希望・要望を把握し、その都度検討している。意に
沿えない事柄についても検討し、その結果を「ケアカ
ンファレンスの要点」にまとめている。

入居者様相互の関わりを見守り、状態をみながら都
度職員が介入する事で、「楽しさ」が残る様に支援し
ている。

入居問合せ時、ご家族および担当ケアマネジャーの
話を伺い、グループホームの実情を踏まえ最善と思
われる選択肢を提示している。実地調査において
も、ご家族の不安・要望等を把握し、支援の在り方
を検討している。（初回ケアプランの作成等）

入居前の馴染みの暮らしぶりを継続すること・・・を
主眼に、ご本人ができる事を見守り、できない事・危
険が大きい事を支援する・・・という考え方に基づき、
ケアの統一を図っている。

入居前の実地調査にて、ご家族の不安・要望等を
把握する事に努めている。

4 有限会社　ふるさとネットサービス



自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスにとらわれない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している

ケアの実際においては、都度表出するご入居者様
のニーズに対し、毎日の申し送り等で情報を共有す
る。臨時でケアカンファレンスを行う時もある。介護
保険の枠外でのサービスについては、検討はしてい
るものの臨機応変とは言い難い。

ケアプランを家族に説明して終わることなく意見
や要望を話し合う機会づくりが期待されます。ま
た、日常のケース記録では、常にプランに基づ
いた記載が望ましく、プランの見直しに大きく影
響することを踏まえて対応への取り組みを期待
します。

社協より傾聴ボランティアを派遣頂き、ご入居者様
に対する”楽しみ”の提供としている。同様に、社協
経由でボランティアサークルをご紹介頂き、施設内
イベントにご出演頂いている。隣のビルにある「せい
せん」から、食材を掛け売り購入行っている。

利用者がより良い暮らしが出来るようなプラン作りに
努めていますが、ホームサイドの計画となっているこ
とが歪めません。また、プランの基礎となる日々の
記録（介護援助計画表）では、ケアプランを反映した
記入となっていません。

脳外科や神経科など従来のいきつけ医への受診は
家族と協力しながら継続支援していますが、ホーム
が提携する協力医療機関での往診など適切な受診
が可能となっています。

ご本人およびご家族からお聞きした情報を、ケアプ
ランおよび「介護援助計画表」に反映させている。

介護支援記録に記入する他、様々な気づきを「介護
援助計画表」のコピーに都度書き加え、情報共有に
役立てている。それを踏まえ、ケアカンファレンスを
行っている。

ご入居者様の状態に応じて、１～６ヶ月の期間でモ
ニタリングを行っている。それに基づき、介護支援記
録および体温表・水分排泄チェック表に経過を記録
している。

ご本人の馴染みの医療機関への受診を継続する。
一方でご入居者様の状態に応じては、当施設の提
携医療機関との往診契約を締結する等、実情に応
じて切れ目なく医療が提供できるように支援してい
る。

週１回、施設内他セクションの看護師がグループ
ホーム兼務として出勤している。介護職員は看護師
に情報を伝達・相談している。看護師は状態に応じ
た看護・および受診対応を行い、経過を看護記録に
記入している。

ご家族には、面会時および電話連絡時の会話を通
じて、御意向の確認を行っている事が多い。それを
踏まえて、ケアカンファレンスを行い、ケアプランの
修正を行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている、又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者とと
もにチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望に沿って支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

これまでの火災への対策に加えて風水害を想定し
た避難訓練を実施しています。訓練はデイ、ショート
スティ、有料老人ホームなど施設全体を対象として
行われています。管理者および職員は、万一の発
生に対して備蓄品の充実の大切さを痛感し、今後対
応を強めることとしています。

マニュアルを用意し、事業所内に掲示している。救
急救命講習の受講については、その機会を創出で
きていない。

ユニット会議にて、管理者より接遇について指導を
行っている。

管理者は会議の折に限らず日常的に職員に対して
言葉かけの大切さを説明しています。職員は爽やか
な、、さりげない言葉かけによる利用者一人ひとりの
人格の尊重とプライバシーを損ねない会話を目の当
たりにすることが出来ます。

閉じこもりがちな入居者様に対しては、レクリエー
ションその他声掛けを行いながら、興味を持ってリビ
ングに居られるように努めており、その旨ケアプラン
に立案している。

ユニット会議にて、管理者より指導を行っている。

風水害を想定した消防訓練を実施している。ご家族
には運営推進会議にて日程をお知らせしているが、
参加実績はない。

入居契約時、看取りについて同意確認を書面にて
頂き、ご本人・ご家族の意向を確認している。御意
向の変化があれば、書面を更新する。終末期の方
には、主治医とご家族の「橋渡し」となり、ご本人・ご
家族の意向に基づきケアプラン立案している。

上記同様、ユニット会議にて管理者より指導を行っ
ている。

入居時など早い段階から、重度化や終末期に向け
たホームの指針を家族に説明をして同意書を得て
います。また、重度化が進行した場合には家族、医
師を交えた話し合いが持たれて以後の方針を決め
ています。これまで看取りは3例ほどあり、それぞれ
適切な対応がなされています。

入院時に、口頭もしくは書面にてご入居者様の情報
を伝達している。またご家族様の了解を得て、退院
前のＩＣに参加させて頂いている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をし
ている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に沿った支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用
量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

ご入居者様が出来る事を、無理ない範囲でご依頼し
ている。ご入居者様によっては、ケアプランに家事
活動を立案行っている。

排泄チェック表に基づき、ご入居者様の排泄パター
ンの把握に努めている。その上で、個々に応じた排
泄介助・用具の使用を行っている。但しおむつの使
用量は中々減らないのが現状である。

現在は、職員が献立作りと調理をしていますので、
利用者の好みなどをよく理解している職員による
味、彩りは利用者の大きな楽しみとなっています。直
ぐ近くの生鮮マーケットを利用して食材を調達してい
ます。献立表は家族にも送付して理解を得ていま
す。

介護支援記録・水分排泄チェック表に摂取量を記録
している。献立については、介護職員が持ち回りで
作成しており、栄養士が介在していない。なお献立
は毎月、ご家族に郵送にて報告としている。

残存機能を生かして、必要な介助を行っている。な
お口腔ケアについては、年間の研修計画に位置付
けており、今年度も実施済み。

体調などの理由から、入浴を延期する場合もありま
すが、週２～3回の入浴を目標として清潔保持と入
浴が楽しいものとなるよう支援をしています。温泉
マークの暖簾で視覚による演出にも努めています。

排泄パターンを把握し、さりげない誘導によりトイレ
での自力排泄を支援しています。出来るだけオムツ
の常用に至らないようパット使用など、職員の弛ま
ぬ努力が続いています。

主治医および施設看護師より、健康管理全般の指
導を頂いている。便秘については、個々の嗜好に応
じた飲食物（牛乳など）を提供している。整腸剤・便
秘薬等薬剤の処方も受けている。また体操を施設
の日課に取り入れており、参加を呼びかけている。

現状は、人員配置上入浴時間が既定されてしまって
いる。その中で、ご入居者様の体調・嗜好に応じて
ある程度ではあるが、入浴時間の希望を取り入れて
いる段階である。

日中であっても、ご要望に応じて臥床頂いている。
但し夜間の眠りの妨げにはならないように、適宜離
床の声掛けもさせて頂いている。夜間不眠を訴えら
れる方については、主治医との相談により適宜眠剤
の処方を受けている。

お薬情報は、個人ファイルと別に「お薬ファイル」を
用意する事で、介護職員が確認しやすいように工夫
している。薬剤変更の際は、「連絡ノート」にその旨
記載し、回覧印の押印を全職員に求めている。

7 有限会社　ふるさとネットサービス



自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望に沿って、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を
活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

家族の協力により「とじこもり」の防止が行われ
ていることはとても良いことですが、日常の外気
浴を兼ねた散歩はストレスの解消と健康維持に
役立つことを考慮され、シフトの再検討を含め
た取り組みに期待をします。

利用者の気分転換としてドライブなどで、町村農場、
江別神社祭り、空港などに出かけていますが、日常
的なホーム近くの散歩や買い物などには出かける
機会が作れていません。また、外出は家族に依存す
ることも多くあります。

二つのユニットがスタッフルームを中心にワンフロア
で繋がっており、職員の行き来が容易に行われて日
常の暮らしの把握にも役立つほか、利用者の交流も
盛んに行われています。大きな窓からは温かな日差
しと「千歳川」の雄大な風景を見ることが出来ます。

普段使い慣れた生活用品の持ち込みは利用者に
よって様々ですが、中央を広く取るなど車椅子など
の動作も容易にしています。大きな仏壇、一人がけ
のソファや冷蔵庫などが整然と配置され、壁には家
族との写真や塗り絵の作品が飾られて、利用者の
安眠を誘う空間となっています。

原則施設内の耐火金庫にて金銭保管としているが、
ご入居者様によっては御家族様との相談にて、金銭
所持頂いている。

残存機能に応じて、茶碗拭き・衣類を畳む等の役割
を適宜になって頂いている。読書の好きな方につい
ては、施設一階の図書室に職員同伴で行き、好きな
本を選んで頂く等の支援を行っている。その他囲
碁・百人一首等適宜行っている。

個別の外出の希望については、ご家族との打ち合
わせに応じて、ご家族の協力の元で行っている。ま
た適宜外出行事として、外食・施設見学等企画して
いる。

お部屋を迷われる方については、扉にラミネート加
工したネームを貼付している。共用部のトイレについ
ても同様。手摺を建物全般に設置してあり、ご入居
者様の移動・移乗動作の一助としている。

リビング内にカレンダーを複数設置している。またホ
ワイトボードにて、季節感・各種行事を表現した装飾
等を行っている。

各種ソファーを適宜配置する中で、ある程度の閉鎖
性を表現した場所を創出している。

個人差はあるが、馴染みの写真や愛着のある物等
持ち込み頂いている。又好みの音楽を掛ける等、ご
入居者様のニーズに応じた対応を行い、適宜ケアプ
ラン立案行っている。

御家族様に予め、電話連絡が可能な時間帯を確認
しており、その時間内で電話対応を行っている。

8 有限会社　ふるさとネットサービス


